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（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 245,524 7.2 33,750 38.2 36,831 43.0 25,098 49.2

2023年3月期第1四半期 228,993 50.7 24,425 412.9 25,763 455.3 16,826 425.1

（注）包括利益 2024年3月期第1四半期 34,694百万円（61.0％） 2023年3月期第1四半期 21,548百万円（767.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年3月期第1四半期 104.25 104.22

2023年3月期第1四半期 69.84 69.83

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年3月期第1四半期 2,862,004 1,013,961 32.5

2023年3月期 2,865,410 980,940 31.6

（参考）自己資本 2024年3月期第1四半期 931,332百万円 2023年3月期 906,802百万円

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 － 25.00 － 25.00 50.00

2024年3月期 －

2024年3月期（予想） 25.00 － 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 1,000,000 3.3 87,700 △1.8 87,000 △1.6 52,000 10.7 216.22

1．2024年3月期第1四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年6月30日）

（2）連結財政状態

2．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

3．2024年3月期の連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期1Ｑ 254,281,385株 2023年3月期 254,281,385株

②  期末自己株式数 2024年3月期1Ｑ 13,828,124株 2023年3月期 13,377,821株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期1Ｑ 240,766,279株 2023年3月期1Ｑ 240,945,286株

※  注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規　1社（社名）Hankyu Hanshin Properties USA LLC

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（4）発行済株式数（普通株式）

（注）1　役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式を自己株式数に含めています。

（期末自己株式数：2024年3月期1Ｑ　374,149株、2023年3月期　374,149株）

2　持分法適用関連会社が所有する当社株式の当社帰属分を自己株式数に含めています。

（期末自己株式数：2024年3月期1Ｑ　1,228,493株、2023年3月期　1,219,245株）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づき作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績等は、今後様々な要因により予想と大きく異なる場合があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載することとしています。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2023年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 42,876 46,012

受取手形及び売掛金 120,067 81,240

販売土地及び建物 193,607 194,048

商品及び製品 2,897 3,160

仕掛品 2,461 3,967

原材料及び貯蔵品 5,790 6,032

その他 61,237 63,690

貸倒引当金 △856 △892

流動資産合計 428,082 397,258

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 633,990 634,000

機械装置及び運搬具（純額） 57,804 55,462

土地 1,010,609 1,000,940

建設仮勘定 252,908 273,826

その他（純額） 25,678 25,645

有形固定資産合計 1,980,991 1,989,876

無形固定資産

のれん 7,334 6,754

その他 28,155 27,575

無形固定資産合計 35,489 34,329

投資その他の資産

投資有価証券 342,659 361,434

繰延税金資産 7,272 7,224

退職給付に係る資産 18,590 18,670

その他 52,583 53,493

貸倒引当金 △258 △283

投資その他の資産合計 420,846 440,538

固定資産合計 2,437,328 2,464,745

資産合計 2,865,410 2,862,004

四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2023年6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 42,024 36,470

未払費用 23,182 19,122

短期借入金 187,982 192,116

コマーシャル・ペーパー 10,000 －

１年内償還予定の社債 30,000 30,000

リース債務 4,251 4,206

未払法人税等 10,029 6,062

賞与引当金 4,337 3,206

その他 187,877 154,279

流動負債合計 499,684 445,465

固定負債

長期借入金 634,613 633,640

社債 230,000 230,000

リース債務 9,503 9,815

繰延税金負債 181,831 187,979

再評価に係る繰延税金負債 5,182 5,182

退職給付に係る負債 61,916 61,936

長期前受工事負担金 132,580 143,857

その他 129,156 130,163

固定負債合計 1,384,785 1,402,576

負債合計 1,884,470 1,848,042

純資産の部

株主資本

資本金 99,474 99,474

資本剰余金 147,343 147,263

利益剰余金 680,040 698,223

自己株式 △48,748 △50,774

株主資本合計 878,110 894,186

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,930 25,692

繰延ヘッジ損益 △78 594

土地再評価差額金 5,499 5,499

為替換算調整勘定 908 4,015

退職給付に係る調整累計額 1,433 1,344

その他の包括利益累計額合計 28,692 37,146

非支配株主持分 74,137 82,628

純資産合計 980,940 1,013,961

負債純資産合計 2,865,410 2,862,004
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（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2022年4月 1日
　至　2022年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2023年4月 1日

　至　2023年6月30日)

営業収益 228,993 245,524

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 197,116 204,312

販売費及び一般管理費 7,452 7,461

営業費合計 204,568 211,774

営業利益 24,425 33,750

営業外収益

受取利息 55 157

受取配当金 498 578

持分法による投資利益 2,771 4,579

雑収入 605 917

営業外収益合計 3,931 6,232

営業外費用

支払利息 2,081 2,547

雑支出 510 603

営業外費用合計 2,592 3,150

経常利益 25,763 36,831

特別利益

工事負担金等受入額 284 563

その他 556 86

特別利益合計 840 650

特別損失

固定資産圧縮損 280 547

その他 564 94

特別損失合計 845 642

税金等調整前四半期純利益 25,759 36,839

法人税、住民税及び事業税 4,814 6,638

法人税等調整額 3,270 4,235

法人税等合計 8,085 10,873

四半期純利益 17,674 25,965

非支配株主に帰属する四半期純利益 847 866

親会社株主に帰属する四半期純利益 16,826 25,098

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第1四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2022年4月 1日
　至　2022年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2023年4月 1日

　至　2023年6月30日)

四半期純利益 17,674 25,965

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,401 2,689

繰延ヘッジ損益 36 625

為替換算調整勘定 1,802 2,566

退職給付に係る調整額 △140 △177

持分法適用会社に対する持分相当額 774 3,023

その他の包括利益合計 3,873 8,728

四半期包括利益 21,548 34,694

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 19,652 31,971

非支配株主に係る四半期包括利益 1,895 2,722

（四半期連結包括利益計算書）

（第1四半期連結累計期間）
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（会計上の見積りを行う上での新型コロナウイルスの影響の考え方）

新型コロナウイルスの影響を合理的に算定することは依然として困難な状況ですが、当該影響を繰延税金資

産の回収可能性等の会計上の見積りに反映するにあたり、2024年3月期については、連結財務諸表作成時に入手

可能な情報に基づき、次のような仮定を置いており、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した内容から、

重要な変更はありません。

当社グループに影響する社会経済活動は、大別すると以下の3ステップを経て徐々に回復していくとみていま

す。

第1ステップ（～2022年9月）：国内で近場での移動から人の往来が再開し、徐々に遠方へも含め復していく

とともに、フィジカル・ディスタンスの影響も次第に緩和されていく。

第2ステップ（2022年10月～2023年9月）：人の往来が日本国内だけでなく、世界全体で起こり、徐々に復し

ていく。

第3ステップ（2023年10月～）：新型コロナウイルスの影響が一応収束し、国内外の経済活動が相当程度回復

する。

なお、当社グループを取り巻く事業環境は、第3ステップに至ったとしてもコロナ前の状態に完全に復するわ

けではないとみています。
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